
募集テーマ：
「まんがにいがた偉人伝 佐野藤三郎」を読んで感じたこと、考えたこと。

〇佐野藤三郎の活動や業績を知って感動したこと。新潟や故郷について考えたこと。
〇佐野藤三郎の活動を通して、将来、自分が挑戦したいと考えた夢や目標ついて。

募集対象：令和7年度の新潟市内の小学5年生、6年生。

応募期間：2025年8月11日（月）～9月30日（火）

表彰内容：表彰状、副賞（図書券）

  〇最優秀賞： 5作品（表彰状、副賞（図書券5,000円））
  〇優秀賞： 10作品（表彰状、副賞（図書券3,000円））
  〇佳 作： 15作品（表彰状、副賞（図書券2,000円））
  〇応募者全員に参加賞を贈呈します。

主催：公益財団法人 食の新潟国際賞財団
佐野藤三郎顕彰委員会
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第1回 新潟市名誉市民 佐野藤三郎まんが感想文コンクール

1．名 称：新潟市名誉市民 佐野藤三郎まんが感想文コンクール
～まんがにいがた偉人伝  佐野藤三郎を読んで～

2．開催趣旨：73年ぶり4人目の新潟市名誉市民となった佐野藤三郎氏の活動と業績を、新潟市の小学生にも
っと知ってもらう。佐野藤三郎氏が尽力した農業、まちづくり、国際協力など、夢や目標に
向かって頑張ることの大切さをテーマに作文を募集する。

3．募集対象：令和7年度の新潟市内の小学５年生、６年生。

4．募集テーマ：「まんがにいがた偉人伝  佐野藤三郎」を読んで感じたこと考えたこと。
（例）〇 佐野藤三郎の活動や業績を知って感動したこと。新潟や故郷について考えたこと。

〇 佐野藤三郎の活動を通して、将来、自分が挑戦したいと考えた夢や目標ついて。
（佐野藤三郎HPからマンガを見られます。※HPは右QRコードから）

5．作文用紙と文字数：800文字以内。
400字詰め原稿用紙を使用し700字～800字とする（題名と氏名は800文字に含む）。
原則として1行目に題名、2行目に学年、氏名を入れる。

6．応募方法：
① 400字詰め原稿用紙（市販可）2枚に手書きで作文をまとめ、事務局あてに郵送する。
郵送先：〒951-8063  新潟市中央区古町通7番町1010番地  新潟市役所ふるまち庁舎 6階

（公財）食の新潟国際賞財団 佐野藤三郎まんが感想文コンクール事務局
②財団のHPから、応募用原稿用紙をダウンロードして作文を完成し、メールで投稿する。
応募先メールアドレス：sanomanga-c@niigata-award.jp
財団HP（感想文ページ）URL：https://www.niigata-award.jp/contents/news/sanomanga-c2025/index.html

7．記載事項：応募の際に、別紙【佐野藤三郎まんが感想文コンクール申込書】に下記を必ず記入して応募する。
住所、氏名（ふりがな）、学校名、学年、Eメール、保護者の氏名と連絡先電話番号。
申込書は財団HPにあります。※審査結果と記念品等の送付に使用致します。

8．応募期間：2025年8月11日（月）～9月30日（火）（当日消印有効）、メールは9月30日23:59まで。

9．審査・入賞発表：〇一次審査と専門家による最終審査会により入賞作文を決定します。
〇発表は2025年12月までに入賞者に通知（Eメールまたは郵送）、財団HP等で発表。

10．表彰内容：表彰状、副賞（図書券）
〇最優秀賞： 5作品（表彰状、副賞（図書券5,000円））
〇優秀賞： 10作品（表彰状、副賞（図書券3,000円））
〇佳 作： 15作品（表彰状、副賞（図書券2,000円））
〇応募者全員に参加賞を贈呈。

11．表彰式と著作権：2026年1月に新潟市内において表彰式を開催する予定です。
作文の著作権は主催者に譲渡されます。

12．主 催：公益財団法人 食の新潟国際賞財団、佐野藤三郎顕彰委員会
13．後 援：新潟市、新潟市教育員会、（公財）古泉財団、新潟日報社、NHK新潟放送局、 BSN新潟放送、

NST新潟総合テレビ、TeNYテレビ新潟、UX新潟テレビ21、FM新潟77.5

14．お問合せ：公益財団法人 食の新潟国際賞財団 佐野藤三郎まんが感想文コンクール事務局
〒951－8063 新潟市中央区古町通7番町1010番地 新潟市役所ふるまち庁舎 6階
電話：025－201－8901 E-mail：sanomanga-c@niigata-award.jp

【佐野藤三郎記念 食の新潟国際賞とは】

新潟市は河川の大洪水や沼地での稲作など壮絶な悪条件を克服して、全国有数の農業と食品製造の拠点都市と
なりました。現在の「食の新潟」を築いた先人の情熱を次世代に継承し、食の分野で世界に貢献するため、
産官学民の有志により2009年に「食の新潟国際賞財団」を設立しました。財団では、新潟市の農業の発展と
中国黒竜江省の三江平原の農業開発プロジェクトに尽力した佐野藤三郎氏の偉業を讃え、その名前を冠し、
世界において食と農業分野での問題解決と発展に貢献した人（団体）を顕彰する佐野藤三郎記念「食の新潟
国際賞」を創設し、表彰を行っています。
2026年11月に第9回食の新潟国際賞表彰式を開催する予定です。

【食の新潟国際賞（概要）】

大賞（グランプリ） 1件 賞状、正賞、副賞（1,000万円）
佐野藤三郎特別賞 1件 賞状、正賞、副賞（100万円）
２１世紀希望賞 1件 賞状、正賞、副賞（100万円）
地域未来賞 1件 賞状、正賞、副賞（100万円）

【公式HP】https://www.niigata-award.jp/

財団HP

正賞「シュプリンゲン」
宮田 亮平氏 作
元東京藝術大学学長
前文化庁長官

佐野氏HP
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